
安来市公告

入札公告

一般競争入札を次のとおり実施するので、安来市契約規則 (平成 16年安来市規則
第 58号)第 3条の規定に基づき公告する。

令和8年6月 19日 腰爾

安来市長 田 中 武
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1 入札に付する事項
本工事は電子入札の対象案件である。

は さ が適 工 で

※消 び地 税額を除く

2 入札に参加する者に必要な資格 (以下「競争参加資格」という。)

令和 7・ 8年度安来市建設業者有資格者名簿に登載され、かつ、次に掲げる条件
をすべて満足すること。ただし、共同企業体の参加は認めない。

黒井田枝線汚水管渠 (その3)工事

(以下「本件工事」という。)
工事名

土木一式工事工事の種類

安来市黒井田町施工場所

完成期日 令和9年 3月 12日

予定価格※ 124,042,000円

設定する調査基準価格

設定 しない最低制限価格

免除する入札保証金

契約保証金 納付する(10/100以 上)

前金払 有

中間前金払 有

征
小

工
事
概
要

推進工 VP φ 200
管渠工 (開削)VU φ 200
マンホール設置工 0号

1号

2号

塩ビo300

朽水桝及び取付管設置工

付帯工

L=256.4m
L=15.2m
N=1箇所
N=6箇所
N=1箇所
N=1簡所
N=8箇所
一式

支払条件

部分払

対象艶量t 〔二 日需u ″

その他
調査基準価格を下回る価格で落本Lした者と契約する場合、契約保証

金は契約金額の 100分の 30以上とし、前金払の割合は契約金額
の 100分 の 20以内とする。



入札参加資格
工種

一般土木工事 格付等級 A等級

許可業種 土木工事業 許可区分 特定又は一般

営業所所在地 主たる営業所 (本店)を安来市内に有すること。

工事実績等 4■・

配置技術者

監理技術者又は主任技術者を本件工事に専任で配置できること。

※配置する技術者は本件工事の開札日以前に 3か月以上の恒常的
な雇用関係を必要とする。
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(2)民事再生法 (平成 11年法律第 225号 )第 21条の規定に
基づく再生手続の申立てがなされている者

(3)会社更生法 (平成 14年法律第 154号 )第 17条の規定に
基づく更生手続の中立てがなされている者
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3 電子調達システムの利用
本件工事に係る次の入札手続きについては、「安来市電子入札運用基準 (受注者

用)|により、電子調達システムにより行うものとする。なお、電子口l口]達システム
の稼働時間は、安来市の休日を定める条例 (平成 16年 10月 1日 安来市条例第2号)第 1
条第 1項に規定する休日 (以下「体日」という。)を除く午前9Π寺から午後5R寺までな
ので注意すること。
また、電子入札によりがたい者は、安来市電子人札運用基準 (受注者用)第6条で
規定する紙入札方式参加承認願を提出し、承認された場合に限り紙入札によること

4ミ醗奉鋏加資格に関する事項
(1)提出する書類
入札参加を希望する者は、電子調達システムにより競争参加資格確認申請書及

び競争参加資格確認資料 (以下「申請書等」という。)を提出しなければならな
い 。

期限までに中請書等を提出しない者は、本件工事の入札に参加することができ

ない。
なお、中請書等は原則 PDF形 式とし、ファイル名の一部に会社名 (略称可)
を入れること。

提出書類 競争参加資格確認申請書 1部

提 限 (″) 、差 し替えは、 の 王等を き認め

(3)競争参加資格の様式の入手方法
必要な様式は入札情報サービス (PPI)か らダウンロー ドすること。
(4)確認審査
競争参加資格の確認審査は、落札者を決定する時点で行うものとし、競争参加

資格がないと認められた者については通知する。その他の者については通知しな

い 。

(5)競争参加資格がないと認めた者に対する理由の説明
競争参加資格がないと認められた者は、理由の説明を求めることができる。

説明を求める者は、競争参加資格審査の結果を通知した日の翌日から7日 以内

(休 日を含まない)に、書面を財政課に提出しなければならない。
説明を求めた者に対しては、書面を受け取つた日の翌日から7日 以内 (休 日を

含まない)に書面で回答する。

の

6 設計図書等に関する質問

設計図書等に関する質問のある者は、電子調達システムにより提出すること。

提出期限 令和8年 7月 1日   15日寺00分

回  答 令和8年 7月 3日  までに入札情報サービス (PPI)に掲載する。

2

い 。

申請書等
提出期間

令和8年 6月 22日  9時00分  ～
(上、日、

令和8年 7月 10日   15日寺00分

祝日を除く)

B[l覧期間 人本L公告 日から

閲覧場所 入札情報サービス (PPI)に 掲載する。



7 入札方法等
入札に参加する者は、電子調達システムにより入札書及び工事費内訳書 (以下
「入札書等」という。)を次に掲げる方法等により提出すること。
1

2 え 又 い 。

の100分の10に相当(3)落札決定に当たっては、入札書に された金額に当該企額

する額を加算した金額 (当該金額に 1円未満の端数があるときはその端数を切り

捨てた金額)を もつて落札価格とするので、入札者は消費税及び地方消費'税に係
る課税事業者であるか免税事業者であるかを問わず、見積もつた契約希望金額の

110分の100に相当する金額を入札書に記載すること。

(4)入札回数は 1回 とする。
(5)調査基準価格を下回る入札があつた場合は、低入札価格調査を実施した上で落
札者を決定する。

8 入札の辞退
(1)入札辞退は、電子調達システムによる入札書提出期日まで、いつでも入札を辞
退することを認めるものとする。ただし、入札書を提出した後は辞退できない。
(2)入札辞退者は電子調達システムにより入札書提出期日までに手続きを行うこと。

9 入本Lの無効
次の人札は無効とする。
(1)入札に関する条件に違反した入札
(2)明 らかに談合その他不正な行為によつてされたと認められる入札
(3)同一人が本件工事について 2以上の入札をした場合のそのいずれもの人札
(4)競争参加資格のない者のした入札
(5)虚偽の申請書を提出した者の入札
(6)次のいずれかに該当する入札書を提出した者のした入札
ア エ事名、施工場所、商号若しくは名称、住所又は代表者名のいずれかが記載
されず、若しくは記載に誤りがあるもの

イ その他、誤宇、脱宇等により意思表示が明確でないもの
(7)入札時に工事費内訳書を提出しない者のした入札
(8)落札候補者の工事費内訳書が次のいずれかに該当する場合にその者が行った入札
ア エ 1→費内訳書の合計額 (消費税及び地方消費税相当額を除いた額)と 入札書
の入札金額が一致していないもの

イ 端数調整や一括値引き等、根拠のない減額が認められるもの
ウ 設計図書 (仕様書)の項日で一式表示となっていないものを一式表示とする
等、記載すべき項目が欠落しているもの

エ タテヨコ計算に違算があるもの
オ エ事名、商号若しくは名称、代表者名のいずれかが記載されず、若しくは記
載に誤りがあるもの

力 その他、誤字、脱字等により意思表示が明確でないもの
(9)入札書等の提出期限の日の翌日から落札者決定までに建設工事等入札参加資格
者に射する指名停止等に係る措置要綱に基づく指名停止を受けた者の入札

提出期間 令和8年 7月 13日  9時00分 令和8年 7月 14日  15時00分

添付書類

工事費内訳書
(原則 として PDF形 式とし、ファイル名の一部に会社名 (略称
可)を入れること。 )

(本工事は請負代金内訳書への法定福利費の明示の対象である。工

事費内訳書に法定福利費を記入する場合は安来市ホームページ内
「請負代金内訳書への法定福利費の明示について」を参考にする



(10)紙入札の場合は、前各号の́ほか、次に掲げるものに該当する入札書を提出した

者のした入札
ア 金額の記載のないもの
イ 金額等を訂正した場合において、訂正印のないもの
ウ 記名又は押印を欠くもの

PPと る

∬秩命発男疏蓼雛鋪糟警でに対書列ま辞退届を提出しなか増
(2)予定価格を上回る価格の入札をした者
(3)安来市建設工事低入札価格調査制度実施要領 (以下「低入札要領」という。)
に基づく数値的判断基準に適合しない

妄以下「低入本L価格調査」という。)に(4)低入札要領に基づく低入札価格調査
おいて、事後の事情聴取及び資料提出等に協力しない者

(5)低入札価格調査において、契約の内容に適合した履行がなされないと判断さ
れた者

11 開札等に関する事項
開札は、以下の日時に行い、入札状況 (保留等の状況)及び落札結果は電子調達
システムにより入札参加者全員に通知するとともに、落札結果は入札情報サービス

12 落札者の決定方法
(1)予定価格の制限の範囲内で、最低の価格をもつて有効な入札をした者につい
て、競争参加資格要件を審査し、当該要件を満たしていることが確認できた場

合、当該入札者を落札者とする。なお、同じ最低価格をもつて入札した者が

2人以上ある場合はくじ (電子くじを含む)により順位を付け、その上位の

者から資格確認資料を審査する。

ただし、調査基準価格を下回る入札があった場合は、低入札価格調査を実施し

た上で落札者を決定する。この場合、調査基準価格を下回る入札を行った者は、

事後の事情聴取及び資料提出等調査に協力しなければならず、最低価格の入札

者であっても、必ずしも落札者とならない場合がある。

(2)落札者の決定は、開札後出来るだけ速やかに行い、結果を通知のうえ、入札
情報サービス (PPI)に 掲載する。

13 その他
(1)落札決定後、契約締結までの間に落札した者が入札参加の資格制限又は指名停
止を受けた場合は、契約を締結しない

を寒書毘場合倦:宴具帯衣莫皇拳請負ナ契約i:;余杵三藝宗復焚ホL橋態義懸毒亥呈事
約款第 45条に規定する契約不適合責任期間は工事目的物の引き渡しを受けた日
から4年間とする。また、当該期間中は受注者において年 1回現場調査を行い、
安来市に報告するものとする∩

14 問い合せ先
発注担当部署 安来市上下水道都下水道課計画係

入札担当部署 安来市総務部財政課入札契約係

電話 0854-23-3372
FAX 0854-23-3886

電話 085午23-3037
FAX  0854-23-3152

開本七日R寺 令和8年 7月 15日  9時00分

安来市役所 財政課開札場所
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